
 

 

 

 

 

 
 

家計は火の車・・・ 
復興特別所得税・住民税の負担増や、厚生年金保険料の引き上げ（年

間 0.354%）、更に消費税増税で消費者物価指数は 10 月指数で 2.9%の

物価高となっています。もう「定期昇給」だけでは補えなくなってき

ています。 

 

一方、大企業には・・・ 
復興特別法人税は前倒しで終了。法人税も 2016 年度までの 2年間で

3％超引き下げる方針を発表しています。15 年度分は 1兆 2千億円に

ものぼります。 

 

社会的役割にふさわしい賃金を・・ 
看護師や介護職の賃金を同じ専門職である高校教員と同年齢（35 歳～39 歳）で比較すると、

看護師で 70,700 円、介護職で 164,700 円

も低くなっています。 

また、賃金カーブがほとんどあがらない

寝たきり賃金となっています。賃金は生

計費原則に基づくライフステージ毎に保

障されるべきです。 

 

 
 

 

①定期昇給相当分（２％）5000 円 

②国民負担増分     25000 円 

③他産業との賃金格差  10000 円 

合計      ４万円 
 

 
 

地域最賃の全国平均額 780 円と最賃要求「誰でも一律 1000 円以上」との乖離額（220 円）

に上乗せし、250 円以上としています。 
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